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　清川さんは、忍者
修行を目的に来日す
る外国人の増加を知
ったことがきっかけ
で忍者に興味を持
ち、忍者の魅力を伝
えること、津軽の忍
者の学術的調査を目
的に、昨年４月に忍
者部を立ち上げた。
薬学部の１、２年生
を中心に28人の部
員が所属し、韓国か
らの留学生も活動に
参加している。
　週に２回ほど、大
学の道場や体育館で
忍者ショーで披露する演武やアクロバ
ットを練習している。男女比が同じ忍
者部では、女性部員も積極的にバク転
やバク宙などに挑戦している。
　また、弘前市で活動する武術団体「修
武堂」が主催する合同稽古にも、月
に３～４回の頻度で参加。柔術、居合、
抜刀など、様々な武術を取り入れて

いるが、中でも「卜傳流（ぼくでん
りゅう）」と呼ばれる剣術は、津軽の
忍者集団の頭領が師範を兼任してい
た時期があったことから、忍者部が
合同稽古に取り組むきっかけとなっ
た。
　弘前市内の日本家屋で稽古を行うこ
とが多く、弘前大学の古武術研究会、

他流派の指導者などと一緒に剣術の
型の見本を見学した後で、木刀による
打ち込みで汗を流す。手裏剣投げも
稽古に取り入れており、この地域に
おける忍者の影響力の大きさが見てと
れる。
　薬学部薬学科１年生の木村勇弥さん
は、高校時代はバスケットボール部に
所属していたが、大学では友人に誘わ
れて忍者部に入部した。アクロバット
や武術だけでなく、ボクシングなども

教えてもらえることから、「想像以上
に色々な体験をしています。鍛えられ
ていると実感しますね」と、充実感を
語る。
　日頃の鍛錬の成果は忍者のＰＲ活動
で発揮する。青森県の港には客船が頻
繁に寄港し、国際空港もあることから、

↑

　青森大学の忍者部は、日本で唯一の大学公認の
忍者部として、津軽の忍者の歴史を明らかにする
と共に、忍者の魅力をアピールすることに力を注
いでいる。顧問を務める薬学部教授の清川繁人さ
んが昨年４月に設立した新しいサークルで、薬学
部の１、２年生が主体となって忍者に関する文献
や建築物の調査、剣術を中心とした古武術の稽古、
アクロバットを売りとした観光客向けのショーな
どに取り組んでいる。ケガの治療などに使用する
薬を忍者が製造していた手がかりを発見するな
ど、早くも活動の成果を上げつつある。部員は「達
成感を味わえるので楽しい」と語るなど、充実し
た日々を送っている。
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地域を沸かせる現代の忍者
日々鍛錬 観光客向けショーで活躍

ショーではアクロバットで観客を魅了する

合同稽古で腕を磨く木村さん（左）と
安井さん（中央）

普段の練習にも熱を入れる
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